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【 ご注意事項 】

• 資料には当行グループの将来の業績、経営目標などに関す
る記述が含まれております。

• こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、 リス
クや不確実性を内包するものです。

• 将来の業績は経営環境の変化などにより、予想と異なる結
果となる可能性があることにご留意ください。

• 当行以外の金融機関に関する情報は一般に公知の情報に依
拠しております。

• 表示金額は特にことわりのない場合、表示金額未満を切り
捨てております。
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Ⅰ 2026年3月期 第１四半期 決算

１．業績概要（単体決算）

－1－

【単体】（単位：億円）
’24/6期

実績
’25/6期

実績
前年比

コア業務粗利益 231 255 +23

資金利益 200 228 +27

貸出金利息 149 203 +54

預金NCD利息（▲） 4 43 +39

有価証券利息配当金 50 51 +0

その他資金収支 5 16 +11

役務取引等利益 27 22 ▲5

その他業務利益 3 4 +1

経費(臨時処理分除く) (▲) 159 164 +5

コア業務純益 72 90 +18

信用コスト(▲) ▲3 5 +9

有価証券関係損益 1 0 ▲1

経常利益 83 91 +8

四半期純利益 61 68 +7

四半期純利益の増減要因

決算のポイント

(億円)

◼ 大中堅企業向け貸出および個人向け貸出の
増加や、貸出金利回りの改善などにより貸
出金利息が増加したほか、日銀預け金利息
の増加などにより、コア業務純益は2期連続
の増益。

◼ 経費、信用コストは増加したが、トップラ
イン収益の伸長により四半期純利益も2期連
続の増益。

資金
利益

その他
業務
利益

役務
収支 経費

増加

信用
コスト
増加

有価証券
関係損益

等
法人税
等増加

コア業務純益、当期純利益ともに2期連続の増益

’24/6 ’25/6

+27

▲5

▲1

+1

61
68

▲5

▲9 ▲1



Ⅰ 2026年3月期 第１四半期 決算

２．業績概要（連結決算）

－2－

【連結】（単位：億円）
’24/6期

実績
’25/6期

実績
前年比

連結コア粗利益 237 263 +25

資金利益 186 216 +30

貸出金利息 148 202 +53

預金等利息（▲） 4 43 +39

有価証券利息配当金 37 41 +4

その他資金収支 5 16 +11

役務取引等利益 40 37 ▲3

その他業務利益 9 9 ▲0

経費(臨時処理分除く) (▲) 170 176 +6

連結コア業務純益 66 86 +19

信用コスト(▲) ▲1 10 +12

有価証券関係損益 1 0 ▲1

連結経常利益 73 81 +7

親会社株主に帰属する
当期純利益 52 59 +6

子会社の状況

（単位：億円）

経常収益

’24/6 ’25/6 前年比
純利益

札幌北洋リース
経常収益 58 60 +1

純利益 1 1 +0

ノースパシフィック
経常収益 5 5 ▲0

純利益 0 ▲0 ▲1

北洋証券
経常収益 4 4 ▲0

純利益 ▲0 ▲0 ▲0

北海道共創パートナーズ

（HKP）

経常収益 3 4 +1

純利益 0 0 +0

その他２社
経常収益 6 7 +0

純利益 0 0 ▲0

連結子会社6社
合計

経常収益 79 82 +2

純利益 2 1 ▲1

前年比増収増益も、子会社合算は前年割れ



51 55 91
79 82

8810 11
23

0.730% 0.801% 1.027%

'23/6 '24/6 '25/6

法人 個人 公金 貸出金利回り(％)※

Ⅰ 2026年3月期 第１四半期 決算

３．資金利益・貸出金利息・預金

－3－

【単体】（単位：億円）
’24/6期

実績
’25/6期

実績
前年比

資金利益 200 228 +27

預貸収支 144 160 +15

貸出金利息 149 203 +54

預金NCD利息(△) 4 43 +39

有価証券利息配当金 50 51 +0

円債 18 21 +2

株式 27 24 ▲3

外国証券 1 0 ▲0

その他 3 5 +1

うち投信解約益 0 0 0

その他資金収支 5 16 +11

資金利益(除く投信解約益) 200 228 +27

貸出金利息・貸出金利回り

31,121 30,973 30,936 

68,294 69,472 70,098 

8,687 8,877 8,756 

'23/6 '24/6 '25/6

法人 個人 公金・金融

預金平残

203
149141

貸出金はボリューム増・利回り上昇 預金は16期連続の増加

108,103
109,791

(億円)

(億円)

109,323

※ 財務省貸出含む



21,003 21,570 21,696 

1,346 
1,387 1,378 

'24/6_実績 '25/6_実績 '26/3_計画

住宅資金 住宅資金以外

5,423 7,514 7,996 

18,512 18,283 18,918 
6,030 

8,894 8,999 

'24/6_実績 '25/6_実績 '26/3_計画

道内_大中堅 道内_中小企業 道外貸出

Ⅰ 2026年3月期 第１四半期 決算

４．貸出金

－4－

貸出金平残の推移

9,565 10,131 
14,461 

20,518 19,834 
20,231 

21,456 22,349 
22,957 

26,110 22,292 
21,852 

'23/6 '24/6 '25/6
大中堅企業向け 中小企業等向け 個人向け 地公体等向け

(億円)

79,502
（前年比＋4,894）

74,607
77,650

（＋4,329）

法人貸出平残

個人貸出平残

（＋396）

（＋608）

（▲440）

■（無利子融資）

(億円) 34,692
（前年比＋4,726）

29,966

35,913
（計画）

22,957
（前年比＋608）

22,349

23,074
（計画）

(億円)

法人・個人ともに貸出平残が増加

(2,002) (1,564) (1,441)
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５．有価証券運用

－5－

13,507 

21,112 

24,036 24,124 
25,400 

578 

303 

158 158 

400 

1,217 

1,415 

1,831 1,838 

2,072 

’23/3 ’24/3 ’25/3 ’25/6 ’26/3計画

円債 外債（含む投信） 株系資産※

26,025 26,120

有価証券残高実績

(億円)

22,830

27,872
(+1,752)

15,302

6.77

5.53
4.46

4.25
3.68

3.75 3.98
4.62

4.76 4.70

’23/3 ’24/3 ’25/3 ’25/6 ’26/3

計画
円債 外債

債券デュレ－ション（年）

有価証券評価損益

▲280
▲463

▲1,069 ▲954

877

1,370
952 939

＋ 541
＋ 940

▲ 101

＋ 68

’23/3 ’24/3 ’25/3 ’25/6

円債 株式 有価証券全体

(億円)

市場動向を注視 残高積上げは慎重対応

（円債）

※ 純投資株式、政策投資株式、リートなど

（外債）
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６．役務取引等利益

－6－

引続きグループ一体での取組みを進める

法人関連 (銀行＋HKP)【連結】 （単位：億円）
’24/6期

実績
’25/6期

実績
前年比

法人関連 5 6 +0

法人融資関連 0 0 ▲0

ソリューション関連 1 1 ▲0

HKP※ 2 4 +1

預り資産関連 10 9 ▲1

投信・保険 7 6 ▲0

金融商品仲介 0 0 ▲0

北洋証券 3 2 ▲0

団信保険料 ▲18 ▲22 ▲4

為替手数料 15 15 +0

他子会社（ＨＫＰ・証券除く） 10 10 +0

その他 18 19 +1

合 計 40 37 ▲3

2 2 1

2 2 4 

'23/6 '24/6 '25/6

銀行 HKP

6 7 6

1
3 2

'23/6 '24/6 '25/6

銀行 北洋証券

(億円)

預り資産関連 (銀行＋北洋証券)

(億円)

※ 北海道共創パートナーズ

4

6
5

8 910
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７．経費

－7－

経費・コアOHRの推移

209 
231 

255 

157 159 164 

75.1%

68.8%

64.4%

'23/6 '24/6 '25/6

コア業務粗利益 経費 コアOHR

経費の内訳

67 67 68 

79 80 83 

11 11 12 

'23/6 '24/6 '25/6

人件費 物件費 税金

(億円)

経費は増加するもコアOHRは低下

(億円)

【前年比主な増減要因】

人件費+1 ⇒ 月例給などの増加

物件費+2
⇒ 業務委託費+1.7（システム保守、更改など）
⇒ 広告宣伝費+0.7（クレカポイント交換、NISA広告等）

税金+１ ⇒ 消費税+1（建物資産への投資増加など）

157 159
164

（+5）
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８．開示債権

－8－

180 145 122

338 435 454

344

359 352

'23/6 '24/6 '25/6

0.85％

0.96％
0.90％

破産更生債権
及び

これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

※ 部分直接償却を実施した場合の総与信に占める開示債権の比率

(億円)

863

940 928

開示債権額・比率※

開示債権比率は低水準を維持
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2025年6月5日 第26回インフォメーション・ミーティング資料 再掲

Ⅰ 2026年3月期 第１四半期 決算

９．2026年３月期業績予想

資金利益の増加を主因に前期比増益を見込む

【単体】 （単位：億円）
2025/3期

実績
2026/3期

計画
前年比

コア業務粗利益 934 1,013 +78

資金利益 795 894 +98

貸出金利息 671 849 +177

預金NCD利息（▲） 67 179 +112

有価証券利息配当金 151 169 +17

その他資金収支 38 55 +16

役務取引等利益 121 108 ▲13

経費(臨時処理分除く)(▲) 643 678 +34

コア業務純益 290 334 +43

信用コスト(▲) 30 40 +9

有価証券関係損益 ▲13 23 +36

経常利益 266 336 +69

当期純利益 201 238 +37

【連結】 （単位：億円）
2025/3期

実績
2026/3期

計画
前年比

連結コア粗利益 1,004 1,090 +85

経常利益 280 348 +67

親会社株主に帰属する当期純利益 206 243 +36

決算のポイント
■ 利益増加要因

①法人を中心とした貸出ボリュームの増加 【+28】

②貸出金利回りの改善（政策金利0.50％据置） 【+149】

③有価証券運用益の増加 【+17】

④日銀当座預金預け金利息の増加 【44】

■ 利益減少要因

①預金支払利息増加 【▲112】

②新人事制度開始による人件費等経費の増加 【▲34】

③法人税等の増加【▲34】

72
90

当期純利益の増減要因
(億円)

資金
利益

その他
業務
利益

役務
収支 経費

増加
信用

コスト
増加

有価証券
関係損益等

法人税
等増加

’25/3 ’26/3

+98

▲13

▲9

+37

▲34

201
238

▲6

▲34

【 】は前年比増減（億円単位）
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2025年6月5日 第26回インフォメーション・ミーティング資料 再掲

Ⅰ 2026年3月期 第１四半期 決算

Appendix 金利上昇の影響

3年累計で資金利益に200億円～300億円程度のプラス影響

運用・調達概略（2025年3月末残） 金利上昇による資金利益への想定影響額

貸出金
約7.9兆円

有価証券
約2.6兆円

日銀当座預金等

約2.7兆円

預金
約11.1兆円

日銀借入等
約1.7兆円

＜運用：約13兆円＞ ＜調達：約13兆円＞

流動性預金　　　　9.3

うち無利息 1.9

定期性預金等 1.8

(主な前提）

・3年以内に発生する貸出・有価証券償還等と同額の新規貸出・投資が行われ、運用・調達バランス（25年3月）が3年間維持される前提。
・25年3月の市場金利平均値をベースに、政策金利に対してパラレルにフルスライドした場合の影響額。
・預貸追随率については直近利上げ時の実績値をベースに試算。
・両パターンとも政策金利0.50%環境下と比較した利上げによる収益影響。ボリューム増加による効果は上記試算に含まれない。

貸出金

有価証券

日銀当預等

預金

その他

FY25 FY26 FY27FY25 FY26 FY27

①政策金利0.75%となった場合
（25年9月+25bps）

②政策金利1.00%となった場合
（25年9月+25bps、26年9月+25bps ）

TOTAL

▲9 ▲26 ▲32

▲39 ▲90 ▲93

+34 +67 +67

+1 +32 +57

+38 +103 +115

+25 +116 +198

▲9 ▲35 ▲55

▲39 ▲131 ▲184

+34 +101 +134

+1 +39 +85

+38 +141 +218

+25 +85 +115

市場連動貸 2.4

短プラ貸 1.2

固定貸※ 4.3

1年以下 1.6

1年超3年以内 1.3

3年超 1.4

※固定貸の金利更改残存期間

連結ROE※ 6.7％ 8.1％ 9.4％6.7％ 7.6％ 8.0％

※ 2025年度計画に上記試算による資金利益増加分を加算。B/Sは25/3末基準をベースに利益増加分と、これに伴う
外部流出分（実効税率30％、総還元性向50％）のみを考慮
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１０．株主還元

株主還元方針

■ 1株当たり年間10円の安定配当を維持しつつ、配当性向を40％以上とする（四半期毎の年4回配当）

■ 自己資本比率の水準、業績見通しや外部環境等を勘案し、総還元性向は50％を目安とする

■ 自己株式の取得は柔軟かつ機動的に実施する

38 38 38 38

72

0 8 0 13 32

10.0円 10.0円 10.0円 10.0円

19.0円

26.0円

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度(予想)

配当総額(億円) 自己株式取得額(億円) １株当たり配当金

株主還元の実績と予想

2025年度は前年度から7.0円の増配予想

2025年度は7円増配、四半期配当によりいち早く還元

第１四半期 第２四半期_予想 第３四半期_予想 第４四半期_予想 年間配当金_予想

6円50銭 6円50銭 6円50銭 6円50銭 26円00銭

期初予想通り 現時点で予想修正無し
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R a p i d u s 社 を 軸 と し た 北 海 道 産 業 構 造 の 変 革

半導体産業集積に向けた今後の取組み

Rapidus社周辺自治との連携・関わり強化 半導体集積地域との連携・関わり強化

製造業人材の育成・確保

出所：Rapidus社ホームページ

2027年量産開始に向け、
企業誘致・道内製造業の強化が必要

Rapidus社の開発が進行

－12－

Ⅱ その他トピックス

１．北海道のポテンシャル① ～次世代半導体～

今後の取組み



Ⅱ その他トピックス

１．北海道のポテンシャル② ～GX関連～

－13－

新たなグリーントランスフォーメーションの展開

◼ 上記事業への積極的な出資検討

◼ 出資を通じて、道内GX推進/取引先のサプライチェーン参入に貢献今後の取組み



Ⅱ その他トピックス

２．政策保有株式

－14－

2025年度内の次期縮減計画策定に向けた対話を開始

◼ 次期中期経営計画（2026年4月開始予定）

期間中での連結純資産比率20％を下回

る縮減計画策定に向けて、道内本社の

銘柄を含む全先との対話を開始

◼ 売却に合意を得られた銘柄については、

株式市況や当行の収益状況等を鑑みな

がら、随時売却を進める

◼ 売却益はROE・PBR向上に資する成長

投資や株主還元等に充当していく

今後の縮減方針政策保有株式の縮減状況

1,302

1,778

1,306 1,318 

425 410 379 379 

31.9%

39.7%
34.3% 33.2%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

'23/3末 '24/3末 '25/3末 '25/6末 次期中計期間

政策保有株式の時価【億円】 政策保有株式の簿価【億円】

連結純資産比率

現縮減計画期間 新たな縮減計画へ

’26/3末までに’23/3末対比簿価▲50億円

’25/7末までに簿価51億円を縮減 目標達成

【現縮減計画】

目指す水準
20％未満



Ⅱ その他トピックス

３．長期ビジョン・ミッション・全体戦略

－15－

新たな長期ビジョン・ミッション・全体戦略を策定
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